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標記のタイトルから本書の独創的な

試みが想像できることだろう.著者の

アイデアは次のようである.従来大学

で，熱力学と統計力学をこの順番で積

み重ね式に教育しているのは，おそら

く歴史的経緯を反映した結果であろう.

しかし物質の原子的描像と量子力学

という理論の存在が広く受け入れられ

ている現代では，熱力学の最初から，

統計力学的な解釈・説明を取り入れて

教えるという方式があってもよいので

はないか.そのために，確率・統計の

考え方や，初歩の量子力学についても

一緒に教えてしまう.そうすれば，非

物理系の理工系学生たちにも現代物理

学の面白さを伝えることができるし

物理系学生たちも，形式的な熱力学の

体系の背後にあるミクロな構造を知る

ことで¥理解が深まるはずである. (以

上. Iまえがき」前半の概要.) 

確かに，熱力学の講義でファンデル

ワールスの状態方程式を導入するとき

は，気体分子運動論の立場に立ち， レ

ナード=ジョーンズポテンシャルのグ

ラフを書いて説明するのが分かりやす
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い.気体の混合エントロピーの計算で

な容器中 に2種類の気体分子を色分

けでもして描いた図があれば話は早い

しギブスのパラドックスの説明もし

やすい.統計力学を一緒に教えてもよ

いのなら，これに対する処方筆(分配

関数をN!で割る工夫)も話せる.黒体

幅射のスベクトルの話題は「温度と色」

といういかにも熱力学的な話なので，

もしも量子力学の計算も交えて講義で

きるなら，心置きなく説明できる.本

書は，上述のような試みをすべて行っ

た上に，相転移のランダウ理論を詳説

する.臨界指数にまで話は及び，それ

らは系のミクロな情報をマクロなレベ

ルで見せる指標であると説く.

これだけ広範かっ高度な内容を含み

ながら，本書では熱力学・統計力学の

偉人たちの写真と共に史実も語られ，

また，熱力学の公式暗記術「ラッキー

セブンの公式」の図解もある.標記の

通りコンパクトな l冊で，どうしてこ

れが可能なのか.

評者は次のように考えた.この本は，

卒研や研究室セミナーで，熟達した先
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物理のフロントラインを，研究者自

らが最先端の成果をもとに解き明かす.

原子核物理の基礎知識を網羅的に伝え

る教科書ではない.むしろ「不安定核

物理」に限定して，現場で活躍する研

究者の動機と目的を縦糸に，ブレーク

スルーとなる実験装置や方法の発明と

発展を横糸に組まれた啓蒙書だ.学部
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生程度の基礎知識で不安定核研究とそ

の研究者の魅力に触れられる.

第 l章「はじめにJ.第2章「原子核

の限界J.第3章「不安定核を作る」と

いう基本項目とトピックスを扱う第4

章「中性子ハローJ.第5章「不安定核

の殻進化J.第6章「中性子過剰核で探

る中性子星J.展望をまとめた第7章
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生がやる一連のお話をまとめたものな

のである したがって，話題の内容と

順番は先生が話しやすい(つまり，学

生たちに伝わりやすい)ように工夫さ

れているが，決して簡単ではない.そ

の順番こそがポイントであり，実はど

こから話を始めてもよく，どこで(そ

の回は)手冬わってもよいようにできて

いる.

学部生や大学院生にはもちろん，研

究室を立ち上げてまだ聞もない若手の

教員にも，本書の一読を薦める.学部

教育では，内容を科目ごとに分割し集

団的に教育するが，大学院教育では，

各教員が自分のところの学生に一人で

すべて教える この伝統的なシステム

の功罪についても考えさせられるから

である.

(2016年8月29日原稿受付)
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「結び 不安定核物理の展望」という

構成 適宜相互参照されているので飛

ばし読み可能だが，研究の醍醐味を知
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